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チーム医療の重要性が言われていますが、歯科ではチームになかなかなれま

せん。歯科医師は歯科衛生士の補助につくことはありません。自院は臨床教育

を目的とし、私自身がインプラントの補助につき指導します。 

感じる事は勤務医が何をやっているかよく分からない事です。インプラント

の誤差は０．２ｍｍと考えていますが、１ｍｍの違いが補助者には分からない

のです。手術後、診療室を歩いているとマイクロスコープチームが根管治療を

楽しそうに行っていました。同じ映像から共有する情報、治療の共有、そして

チームとなって行える歯科治療が楽しく感じるのかもしれません。 

ハード面からだけでなくソフト面からも、マイクロスコープは歯科衛生士と

歯科医師をつなぐインターフェイスと認識しています。 

そのためには歯科衛生士も歯科医師と同レベルの知識と技術を必要とされる

のです。今回はチーム医療でのマイクロスコープの取り組みについて紹介しま

す。 
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